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作：ソン・ギウン
演出：多田淳之介

出演 
チョン・ドンファン
小田豊 
パク・サンジョン
永井秀樹
マ・ドゥヨン
チョン・スジ
夏目慎也
ペク・ジョンスン
佐山和泉
チョ・アラ 
伊東歌織
山崎皓司 
大石将弘

美術：島 次郎
美術助手：角浜有香、沼田かおり
舞台監督：ク・ボングァン
舞台監督アシスタント：アン・キョンホ
照明：岩城 保
音楽・音響：チョン・ヘス
ドラマトゥルク：マ・ジョンファ
演出協力：ミン・セロム
演出助手：チョン・ヒョン
翻訳：石川樹里
通訳・制作アシスタント：キム・ジョンミン　
テクニカル通訳：滝浪 舞
小道具：ユ・ヨンボン
大道具製作：ジュ・キュンソク
衣装：キム・ジョン
メイク：チャン・キョンソク
メイクアシスタント：キム・グニョン
宣伝美術：町口 覚
字幕映像協力：浦島 啓（colore）
プロデューサー：松井憲太郎（富士見市民文化会館 キラリふじみ）、コ・ジュヨン
制作：矢野哲史（富士見市民文化会館 キラリふじみ）
   
東京公演
技術監督：寅川英司
技術監督助手：河野千鶴 
舞台監督：佐藤 豪
演出部：大蔵麻月
音響コーディネート：相川 晶（有限会社サウンドウィーズ）
制作：砂川史織、喜友名織江（フェスティバル/トーキョー）
インターン：金山咲恵、合田桃子、多田彩華、西本万耶、山本菜絵
フロント運営：後藤由香理

記録写真：鏡田伸幸
記録映像：株式会社彩高堂「西池袋映像」
   
協力：岡村本舗、青年団、東京デスロック、快快、ままごと、ナイロン100℃、
 アマキオト
共同製作：富士見市民文化会館 キラリふじみ、第12言語演劇スタジオ、
 南山芸術センター（ソウル文化財団）、
 安山アートセンター（安山文化財団）
共催：独立行政法人国際交流基金、公益財団法人キラリ財団
主催：フェスティバル/トーキョー

Text: Kiwoong Sung
Direction: Junnosuke Tada
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Masahiro Ohishi
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Tokyo Production
Technical Manager: Eiji Torakawa
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富士見市民文化会館 キラリふじみ

11.26 Thu – 11.29 Sun

ソン・ギウン（作）×多田淳之介（演出）

東京芸術劇場 シアターイースト
Tokyo Metropolitan Theatre (Theatre East)

颱
た い

風
ふ う

奇譚 태풍기담

Cultural Centre of Fujimi City, KIRARI FUJIMI

Kiwoong Sung (text) + Junnosuke Tada (direction)

A Typhoon’s Tale

ポスト・パフォーマンストーク 

11/27（金）15:00の回終演後　多田淳之介×岡田利規
11/28（土）18:00の回終演後　ソン・ギウン×多田淳之介×島 次郎



対談
ソン・ギウン×多田淳之介

─韓国の大きな演劇賞を受賞するなど、『カルメ
ギ』が非常に高い評価を得ましたが、それは今回の
プレッシャーにはなりませんでしたか？
多田　プレッシャーではないですね。参照項という
か、自分の中の基準にはなってますけど。
─それを超えて当然という意味の、基準ですか？
多田　超えるというか、別物ですね。
ソン　私もそれはあまり感じていなかったと思いま
す。それより、シェイクスピア（を題材にすること）
ですね。シェイクスピアみたいな世界は、劇作家と
しても演出家としても扱ったことがなかったので。
『カルメギ』はチェーホフの『かもめ』が原作で、あれ
ほどうまく置き換えることが自分でできるのかとい
うプレッシャーがありました。

「赦し」は難しい

─チェーホフは身近に感じるけれど、シェイクス
ピアには距離があるという話は、日本のポストドラ
マの劇作家、演出家からもよく聞きます。
ソン　それと『テンペスト』は、原作の結末が「和
解」や「赦し」になっていますけれども、どうしてそ
んな簡単に和解するのかがよくわからない。おそら
くシェイクスピアが年を取ってから書いた最後の作
品（単独執筆としては最後の戯曲と言われている）だ
から、そういった人生の境地もあるんでしょうけど。
でも日韓の歴史を考えると、簡単に和解というエン
ディングにするのは難しい。その点では『カルメギ』
よりも原作から離れていくことになるとわかってい
たので、それがうまく書けるかどうかが問題でした。
─では最初の段階から、結末は原作通りにしない

と決めていた？
多田　どの戯曲でやるか話している時からですね。
候補のひとつに『テンペスト』があって、もしこれを
日韓でやるんだったら、ラストシーンはあのままで
はダメだねって。
─なぜダメだと考えるのかを、それぞれにお聞き
したいです。
多田　和解というのは、共通の理解に至ってするも
のだと思うんですけど、僕は日韓ではまだできない
と思っています。むしろ、和解できないままどう一緒
に物事を進めていくかが大事だと思うし、僕達がや
らなきゃいけないのはそれだと思う。だから、ラスト
を変えるというギウンさんのアイデアには賛成で、
そこに行くまでをどうするかは任せました。
ソン　原作のプロットは、プロスペローという主人
公が最初から、ずっと恨んでいた敵の息子と自分の
娘を結婚させることを念頭に書かれていますよね。
ヨーロッパでは敵国（の王族）と自分の子供を結婚さ
せて、政治的な関係や権力を再編成することにそれ
ほど抵抗がないらしいのですが、アジアではどうで
しょうか。特に韓国の感覚で言うと、日本の権力者の
娘や息子と自分の子供を、今の言葉で言うと国際結
婚させて、それが政治的なリベンジの代わりになる
とか、失った権力を取り戻すことになるとは考えら
れません。
─未来への希望を込めてエンディングを和解にす
る、という選択肢も芸術にはありますよね。でも、そ
うはしなかった。
ソン　韓国の観客にとって、歴史の問題で日韓関係
が和解まで行くのはまだ早い。整理されていない部
分や、まだちゃんと対話できていない部分がたくさ
んあって、それを芸術で塗り替えるのは、そんなに
簡単ではありません。特に今年が（第二次世界大戦
の）終戦、韓国の言い方では解放ですけれども、その
70周年でもありますから、敏感になっている人は多
いです。この作品でも（韓国公演の間に）反感や抵抗
を感じる声はすでに聞こえています。
─それはTwitterなどで？
多田　はい、「親日の作品だ」という感想もあります。
─日本人の私からすると、日本人の嫌な面がかな
りねっとり描かれていて、むしろ「反日」の要素を強
く感じましたが。
多田　そうなんです、日本人が観ると日本人が悪く
描かれているっていう印象が、きっと先に来るんで
すよ。

ソン・ギウン （左）
劇作家、演出家、第12言語演劇スタジオ 主宰。1974年生まれ。2006
年から本格的に劇作、演出活動を開始。慣習的な感情表現から脱皮
した繊細で緻密な作品作りで注目を集める。1999年に交換留学生と
して来日して日本語を学んだことをきっかけに、平田オリザ、野田秀
樹、多田淳之介など、日韓現代演劇の交流や共同制作、日本の現代
戯曲の翻訳にも携わるようになった。

多田淳之介 （右）
演出家、俳優、富士見市民文化会館キラリふじみ芸術監督、東京デ
スロック主宰。1976年生まれ。俳優の身体、観客、劇場空間を含めた、
現前＝現にフォーカスした演出が特徴。古典から現代劇、パフォーマ
ンス作品まで幅広く手がける。「演劇LOVE」を公言し、地域、教育機
関でのアウトリーチ活動も積極的に行い、韓国、フランスでの公演、
共同製作など国内外問わず活動する。

ソン　韓国人の反感の理由を考えるのが僕の担当
で、日本人は多田さんが担当じゃないですか（笑）。
多田　僕の作品は、だいたいいつも反感を買うんで
す（笑）。
ソン　韓国で日本の植民地支配を描いた話という
と、日本人はステレオタイプの悪役として登場する
ことがほとんどで、お客さんはそれに慣れています。
でも『颱風奇譚』では日本人に、植民地支配の論理を
語らせている。おそらくほとんどの人はそんな話を
聞いたことがないし、韓国の劇場で敢えてそれを語
らせることが、「この作品は親日じゃないか」と思わ
れる理由です。
─既存の戯曲に、ある時代の日韓の関係をトレー
スしている構造は同じなのに、『カルメギ』よりもこ
ちらのほうが何段階か複雑さのギアを入れていると
感じました。
多田　たとえば小田（豊）さん演じる西大寺公爵は、
永井（秀樹）さん演じる藤村男爵という軍人政治家
みたいな人達よりは、朝鮮寄りというか、いろいろと
理解を示してはいるんですけど、本当に朝鮮の立場
を考えているかどうかは微妙です。本人はよかれと
思って優しい言葉をかけても、朝鮮人にとって大事
なことが何かは全然わかっていない。そのあたりは

かなり複雑になっていると思います。
ソン　藤村や宮部（海軍大尉。山崎皓司が演じる）み
たいなタイプは、韓国の芝居やドラマでもたくさん
登場しましたが、西大寺みたいな設定の人物は、あ
まりいなかったんじゃないかな。そういう人物をわ
ざわざ登場させたことが、複雑さの原因のひとつで
しょうね。

「政治的」を前提に

─翻っての質問なのですが、なぜお二人は共同制
作の真ん中に政治的なテーマを置くのでしょう？　
多田　僕には、それが自然なことなんですけどね。
日本と韓国について考えると、ごく自然に政治に目
が向く。と言うか、今の日本で生活していて、政治
のことを考えずに暮らすのは逆に難しいんじゃない
かな。震災があって、その後の処理の問題があって、
パッと日本を見渡せば、そういうものが普通に目に
入ってきますから。震災前も政治の問題はあったは
ずですけど、ここまではっきり可視化していなかっ
た。今や20代の普通の学生達がデモをする時代に
なって、そうすると演劇も変わってくるのが自然と
いうか。つまり、必要だから政治的なことを作品に

入れているのではなくて、今の日本で演劇をつくる
と、自然と政治的なことが入ってくるという感覚で
す。演劇を使って政治的な何かを変えたいというこ
とではないんですけど。
ソン　僕は韓国語で考えて自分の頭の中で訳して
日本語で話すので、どれだけうまく理解して話せて
いるのかわからないですけど、政治とか政治的とい
う意味が、韓国語と日本語ではもしかしたら少し違
うかなと思ったりもします。というのも、何が政治
的で、何が非政治的かということが、ちょっとわか
らなくて……。演劇を、プライベートな世界（を描
いたもの）か、社会的なことを意識したものかに区
別することはできると思うんです。例えば恋愛の話
だとプライベートだし、どの党に投票するかという
話なら政治的なのかもしれない。でも『颱風奇譚』
は、歴史的かもしれないけれども政治的かどうか、
僕にはわからない。（自分の意識としては）社会的
で歴史的な作品でもある、ですね。
多田　そうですね、社会的と政治的（の区別）は難
しいですね。
─質問者の私が、その違いをきちんと考えてい
ませんでした。ギウンさんのお話で、政治的と社会
的、それと歴史的という言葉を雰囲気で使い分け
ていたと気付かされました。答えにくい質問にして
しまったならすみません。
ソン　例えば日韓関係について、日本の方

かた
が「政治

的な関係は難しいけれども、それとは別に個人レ
ベルの関係では仲良くしよう」と言います。それは
ものすごくいいことで、僕も同じ気持ちなんです
けれど、でも考えていくと、「政治的な関係」と「個
人レベルの関係」をどこで線引きするのか、わから
なくなるんです。やっぱり（一方が一方に）影響さ
れますよね、韓国というか僕の感覚では。だからこ
そ、政治のことを抜きにしなくても（個人同士が）
仲良くなれること、そして、個人レベルの関係が政
治にも影響を与えられることを信じたいじゃない
ですか。
─問題を切り分けて目先の答えを求めずに、痛
みを伴っても本質的な解決につながる道を行った
ほうがいいということですね。まさに日本と韓国の
歴史への向き合い方の違いだと思います。
多田　韓国の人と話していて印象的だったのは、
日本人の作品は問題を迂回しているんじゃないか
と言われたことです。それは図星だと思って、なぜ
直接的にできないんだろうと考えさせられました。

例えば日本では、政治的な発言を積極的にする人
は、ちょっと変わった人だと受け取られる。政治的
な意見を持つ作品をつくるとすぐに「左翼だ」「右
だ」と言われますし。そこをどう避けて社会に呼応
した表現を目指していくかが難しいんですけど、そ
れはいつも考えています。ただ、僕らの共同制作が
政治的だと言われるとしたら、半分以上は僕の責
任ですね（笑）。
ソン　僕は今までは、どちらかというと政治的で
ない作品をつくっていました（笑）。日常をリアルに
描くような仕事がスタートです。最近はそういうリ
アリズムから少し離れて、多田さんとは違うかもし
れませんけど、同時代性を意識した作品もつくるよ
うになりましたが。そんな僕が、第一次大戦と第二
次大戦の間の1920年代を題材にした戯曲を書いて、
多田さんは演出家として“今ここ”でお客さんにお
見せすることを考えて演出する。この日韓のコラボ
は、すごく歴史的で政治的な作品になっているのか
もしれませんね（笑）。

2009年から共同制作を続け、2013年の『カルメギ』で、
韓国の東亜演劇賞で三冠受賞という快挙を達成した、
東京デスロックの多田淳之介と第12言語演劇スタジ
オのソン・ギウンのコンビ。チェーホフの『かもめ』で
30年代の日韓関係を照射したふたりが、今度はシェイ
クスピアの『テンペスト』に20年代を重ね、歴史から
手を伸ばして現代の胸ぐらを掴む。
 （取材・文＝徳永京子）

政治のことを抜きにしなくても仲良くなれる、
個人レベルの関係が政治にも影響を与えられると、
信じたいじゃないですか。
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